
　

 教育委員会では、民間企業や大学、そして地域と協働した新た教育活動を新たな学
びプロジェクトとして推進しています。今回お知らせするのは7月に開催したヤマビル
研究の報告会のご案内です。当日は市内の小中学生3名と三重県の研究部員が小田
急秦野駅で研究成果を発表します。興味のある方は是非！
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教育長だより～エール～ Ｎｏ8

～2学期になって！その後～
◇心の天気予報の話題から◇
２学期がスタートして、あっという間に10月になりました。今週に入りようやく暑さも和らいで、熱中症の懸念

も薄らぎ、一安心です。8月25日には、教育長だより～エール～Ｎｏ７を発行しましたところ5件の新たな学びの場

について知りたいというご相談と1通のお手紙をいただきました。5件のご相談には、本市の緊急対策チームによる

ＣＯＣＯＬＯプロジェクトに基づき支援を進め、さらにお手紙にも、内容確認と今後の在り方について学校に指導

助言を行っていますのでご安心ください。残念ながら匿名でのお手紙でしたので、出来る限りのことは対応しまし

たが、もしお名前を伺っても、ご理解いただけなければ個人名は学校にお伝えしません！

◇引き続き心の天気予報が曇りから雨の皆さんへ◇
心の天気予報が良くないことは、季節に関わらず発生します。子どもたち・保護者・そして先生もです。最近

伺った脳科学のお医者様の話によると、「人間らしさは対話で育まれる」「孤独は依存と関係が深い」とのことで

す。なかなか相談といっても難しいのはわかりますが、つらいときには無理をせず、誰かに相談してみましょう。

つらいときは、子どもも大人も先生も、ぜひこちらにお電話ください。

はだのっ子安心相談室 0463－８８－６８５６ 留守番電話でも対応します

震生湖誕生１００周年を機に、市内の小中学校５校では、

震生湖を地域資源と捉え、文化財や自然遺産、防災などの観

点で学習し、南が丘小学校、南が丘中学校、本町小学校は、

９月１７、１８日に横浜国立大学を会場として開催された、

「ぼうさいこくたい２０２３」に学習成果のポスター発表と

いう形で参加しました。

本町小学校3年生は、９月１日に震生湖を訪れ、地域の方

を講師として、震生湖の成り立ちやこれまでの歩みなどにつ

いて学習したほか、９月２日の記念式典では、南小学校の３

年生が学習成果を発表しています。関東大震災での被害を

知ってもらうことで自然災害の脅威についても肌で感じても

らえたのではないかと思っています。

教育委員会でも「秦野ふるさと

科」の取組として、継続的な学習

に位置付けていますので、次の時

代に向け、新たな時代を担うのは

今の子どもたちです。地域資源を

愛し、湖の歴史だけでなく、子ど

もたちの防災や減災の意識も育ん

でいきたいと考えています。

震生湖誕生100年の取り組み
～学校教育と社会教育の協働～

～ゼロカーボンシティへのチャレンジ～
本市では,ゼロカーボンシティの実現に向けて、令和３年11月東京ガス、秦野ガスとカーボンニュートラルに関する連携協定を締結して

います。本年8月には東京ガスが策定した「行動科学に基づいた参加体験型の環境教育プログラム」の指導者養成講座を開催し、24名の先生

方に受講頂きました。受講者には「秦野市環境教育ディレクター 」として各校で活躍いただきます。

★秦野市環境教育ディレクター1期生24名の先生方★

南中：小野澤拓也先生 北中：伊藤大陸先生 西中：冨松彩那先生 鶴巻中：菊地麻菜美先生 堀川小：竹村朋浩先生

大根小：飯島誠先生、加藤敦視先生、佐藤真世先生 西小：生方美奈子先生、堀内優希先生、高橋由美先生

東中：小澤直彦校長、桑原直樹先生、高橋望先生、大隈有紗先生、佐々木大輔先生、木野亜耶先生 東小：大垣綾香先生

末広小：佐藤由美江先生、永井康聖先生、鈴木美咲先生 本町小：山口結渚先生 南小：栗田晃先生 渋沢小：油井萌子先生

神奈川県秦野市教育委員会

〒257-8501 秦野市桜町1丁目3番2号

0463－84－2783 文責 佐藤直樹

心の天気予報は

大切にしよう

南小学習成果の報告

行動科学に基づいた環境教育プログラムを実践！


